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１．ご挨拶 

当社は昭和 28年にスクラップ屑売買業者として設立し、平成元年に法人に移行して、平

成 4年に収集運搬業を、平成 17年に処分業の許可を取得して現在に至ります。近年、産

業廃棄物収集運搬処分業に対する排出事業者や社会の要求は、公害等の防止という基本的

な事柄はもちろん、地球規模での環境保全と経済的利益を伴う資源の有効利用へと年々ハ

ードルが上がっております。 

そのような経営環境の中、近年においてお客様より産業廃棄物の中間処理、収集運搬だけ

でなく解体工事のご要望も増えてきたことから建設業の許可(解体工事業)を取得し、より

一層お客様のニーズに対応できる体制を整備しつつあります。 

昨今の社会的要請に応えるために、以下の経営理念のもと環境方針を定め、事業を通じて

蓄積した知識とノウハウを活用し、当社と利害関係者の経済性を損なうことなく、より高

い実効性の望める環境活動を積極的に推進して参ります。 

 

【 経営理念 】 

１．私達は大切な地球という生命のゆりかごを守り、そのための資源を大切に致します。 

２．お客さまのニーズに即した経営を目指す為に私達は、人、物、金、時の無駄を排除

し、水のように時代の変化に対応して参ります。 

３．また、その成果は会社の人財である従業員と共に分配し、社会発展のために貢献致し

ます。 
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２． 環境方針 

【 環境理念 】 

１．地域環境に配慮した質の高い資源の節約及びリサイクルに貢献いたします。 

２．地球温暖化防止及び循環型社会に貢献します。 

 

【 環境保全への行動指針 】 

１．事業活動を通じて環境保全活動に取り組む為に、環境マネジメントシステムを構築・

運用し、環境目標・環境活動計画をもとに継続的改善に努めます。 

２．事業活動に関係する環境関連法規制及びその他の同意する要求事項を遵守し、地域社

会に協力・貢献します。 

３．事業活動の中で特に以下の項目について低減・改善活動を推進します。 

① 二酸化炭素排出量の削減のために 

電力使用量、自動車燃料使用量の削減に取り組みます 

② 廃棄物の削減、再生利用推進のために 

廃棄物の分別、排出量の削減に取組ます 

③ 排水量（水使用量）削減のために 

 節水活動を実施します 

④ 受託した産業廃棄物の収集運搬・処分における環境配慮促進のために 

 中間処理事業に於けるリサイクル率の向上に取り組みます 

⑤ 解体工事に関する二酸化炭素排出量の削減のために 

 解体工事現場の重機のアイドリングストップ教育に取り組みます 

４．全従業員にこの環境方針を周知し、環境活動レポートを外部に公表します。 

制定日 2017年 8月 28日   

改定日 2021年 7月 1日   

代表取締役 桂 義雄    

 

代表取締役 桂 義雄 
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３． 事業の概要 

 

①事業所名及び代表者氏名
総合商社　桂商店株式会社
代表取締役　桂　義雄

②所在地
本社 千葉工場
千葉市若葉区大宮町1959-2 千葉市緑区平山町980-3,974,980-4,980-6

第１ヤード 第２ヤード
千葉市緑区平山町978番の一部,1005-1 千葉市若葉区大広町766-1

③環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　桂　明雄 担当者　小出　欽一郎
TEL 043-309-4111 TEL 043-309-4111

e-mail:koide-katura@tuba.ocn.ne.jp

④事業活動の内容
産業廃棄物収集運搬業及び中間処理業
金属スクラップリサイクル業
解体工事業

⑤事業の規模
法人設立　平成元年6月2日（昭和28年会社設立） 従業員数　45名（アルバイト等含む）

資本金  　1,000万円 売上高 109,600万円（2021年度）

事業所の床面積

ホームページ　http://www.katsura-syoten.co.jp

⑥事業年度
7月～6月

⑦組織図

千葉市若葉区大宮町1959-2
千葉市緑区平山町980-3,974,980-4,980-6
千葉市緑区平山町978番の一部,1005-1

千葉市若葉区大広町766-1

㎡
㎡
㎡

㎡

㎡

管理部 業務部 営業部

収集運搬
中間処理
千葉工場

建設(解体)工事

第２ヤード

第１ヤード

事務局

（１）組織の概要

取締会 代表取締役

監査役 環境管理責任者

本社
千葉工場
第１ヤード

第２ヤード

合計

496
3,443
8,751

3,360

16,050
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①代表者（社長）
環境経営に関する統括責任
環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備
環境管理責任者を任命
環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
環境目標・環境活動計画書を承認
代表者による全体の評価と見直しを実施
環境活動レポートの承認

②環境管理責任者
環境経営システムの構築、実施、管理
環境関連法規等の取りまとめ表を承認
環境目標・環境活動計画書を確認
環境活動の取組結果を代表者へ報告
環境活動レポートの確認

③環境事務局
環境管理責任者の補佐、EA21推進会議の事務局
環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
環境目標、環境活動計画書原案の作成
環境活動の実績集計
環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
環境関連の外部コミュニケーションの窓口
環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

④部門長
自部門における環境方針の周知
自部門の従業員に対する教育訓練の実施
自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
試行・訓練を実施、記録の作成
自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

⑤全従業員
環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
きめられたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

①認証・登録番号：００１２３７７

②認証・登録年月日：２０１８年６月１２日

③認証・登録事業者名：総合商社桂商店株式会社

④対象組織　
本社 , 千葉工場 , 第３ヤード

⑤事業活動の内容
産業廃棄物収集運搬業及び中間処理業 , 金属スクラップリサイクル業

（３）認証・登録の対象組織・活動

（２）各担当者の役割・責任・権限
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①処分方法
圧縮 , 切断 , 圧縮・梱包 , 破砕 , 選別

②主な許可品目
廃プラスチック類/紙くず/木くず/ガラス・コンクリート・陶磁器くず
繊維くず/金属くず　　以上６品目

③積替・保管

千葉工場 廃油・金属くず

　 廃プラスチック類(石綿含有産業廃棄物を含む)

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず(石綿含有産業廃棄物を含む)

がれき類(石綿含有産業廃棄物を含む)

※産業廃棄物収集運搬業許可証（千葉市）記載通り

④その他許可

千葉県一般建設業許可（般-28）第50947号

日本鉄リサイクル工業会（会員番号:121046/133097）
破砕業許可証（許可番号:20554100002）
廃棄物再生事業者登録（千葉県登録番号:第122号）
廃棄物再生事業者登録（東京都登録番号:第349号）
古物商許可証(千葉県公安委員会:第441010002520号)

⑤収集運搬車両 計 51 台 最大積載量
2tアームロール車 2 台 2,000kg
3tアームロール車 1 台 3,000kg
4tアームロール車 7 台 3,700kg
2tパワーゲート車 8 台 2,000kg
3tパワーゲート車 9 台 3,000kg
4t平ボディ車 7 台 3,400kg
4tユニック車 9 台 2,500kg
10tアームロール車 2 台 10,700kg
10t平ボディ車 2 台 14,300kg
大型ロングダンプ 1 台 10,400kg
大型トラクター 1 台 33,080kg
20tトレーラー 1 台 20,000kg
軽車両 1 台 350kg

⑥⑦⑧⑨⑩は別シート

（３）事業内容

⑥産業廃棄物処分業許可

千葉市

- - - - - ○ - ○ ○ - - - ○ ○ ○

[圧縮] 廃プラスチック類、金属くず、

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず　（以上3品目）

[切断] 廃プラスチック類、金属くず、

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず　（以上3品目）

[圧縮・梱包] 廃プラスチック類、紙くず、繊維くず　(以上3品目)

[破砕] 廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず　(以上4品目)

[選別] 廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず　（以上6品目）

燃
え
殻

汚
　
泥

廃
　
油

廃
　
酸

廃
ア
ル
カ
リ

許可番号

第05520000599号

木
く
ず

繊
維
く
ず

が
れ
き
類

ば
い
じ
ん

紙
く
ず

取得年月日 有効期限

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
・
陶
磁
器

鉱
さ
い

2005年6月7日 2025年6月6日
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⑦処分施設

(A)圧縮施設
廃プラスチック類 20.64t/日
金属くず 120.00t/日
ガラスくず・コンクリート 35.16t/日
くず及び陶磁器くず

(B)切断施設
廃プラスチック類 13.92t/日
金属くず 80.64t/日
ガラスくず・コンクリート 23.04t/日
くず及び陶磁器くず

(C)圧縮・梱包施設
廃プラスチック類 3.12t/日
紙くず 3.80t/日
繊維くず 3.28t/日

(D)破砕施設
廃プラスチック類 2.80t/日
紙くず 2.80t/日
木くず 3.60t/日
繊維くず 2.40t/日

(E)選別施設
廃プラスチック類 4.48t/日
紙くず、木くず、繊維くず
金属くず
ガラスくず・コンクリート
くず及び陶磁器くず

⑧中間処理施設設備
＜千葉工場＞ ＜解体工事現場＞
天井クレーン 2 基 ・解体用重機については下請会社手配管理
門型クレーン 1 基
スクラップローダー 1 基
ギロチンシャー 1 基
プレス機 1 基
破砕機 1 基
圧縮梱包機 1 基
選別機 1 基 2020年度にトロンメルから選別機へ移行
油圧ショベル（重機） 9 台 重機は工場内での使用に限る
60t台貫 1 基

⑨処理実績（2021年7月～2022年6月）
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ

％

※有価物としての処理実績（第1,2ヤード）
ｔ
ｔ

金属スクラップ
リサイクル業

購入量 457
加工販売量 457

施設の種類 処理能力 数量 設置年月日

1 平成22年2月8日

1 令和1年12月2日

1 平成17年3月25日

1 令和4年6月27日

1 平成22年2月8日

産廃収集運搬量
産廃収集運搬量 10,258

特管産廃収集運搬量 2

産廃中間処理量

産廃中間処理量 8,363
再資源化量 6,722
再資源化率 80.4
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⑩産業廃棄物収集運搬業許可

東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

千葉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

千葉市● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

埼玉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

群馬県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山梨県● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

静岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

長野県● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮城県● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

神戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※：千葉市は☆及び★印の品目のみ積替・保管有り

※：★印は石綿含有産業廃棄物を含む

※：●印は水銀使用製品産業廃棄物の収集運搬不可

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

動
植
物
性
残
さ

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

☆

ガ
ラ
ス
・
陶
磁
器
★

鉱
さ
い

が
れ
き
類

☆

★

ば
い
じ
ん

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
★

燃
え
殻

汚
　
泥

　
廃
　
油

☆

廃
　
酸

廃
ア
ル
カ
リ

⑪産業廃棄物収集運搬業許可

区域 許可番号 取得年月日 有効期限

東京都 第13-00-000599号 1992年11月27日 2022年11月26日

千葉県 第01200000599号 1992年10月12日 2022年10月11日

千葉市※ 第05510000599号 1992年10月28日 2022年10月27日

神奈川県 第01403000599号 1999年4月30日 2024年4月29日

埼玉県 第01101000599号 1992年11月12日 2022年11月11日

茨城県 第00801000599号 1993年11月12日 2023年11月12日

栃木県 第00900000599号 2014年3月18日 2024年3月17日

群馬県 第01000000599号 2012年10月15日 2022年10月14日

山梨県 第01900000599号 2012年10月1日 2022年9月30日

静岡県 第02201000599号 2014年1月16日 2024年1月15日

長野県 第2009000599号 2015年5月28日 2025年5月27日

宮城県 第00400000599号 2016年2月24日 2026年2月23日

神戸市 第6900000599号 2006年1月12日 2026年1月11日

愛知県 第02300000599号 2018年2月9日 2023年2月8日

福島県 第00707000599号 2020年9月28日 2025年9月27日

富山県 第01603000599号 2021年7月20日 2026年7月19日

　※積替保管有り
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⑫積替・保管施設

⑬特別管理産業廃棄物収集運搬業許可

東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

千葉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

埼玉県 ○ ○ ○ ○

茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

群馬県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

山梨県 ○ ○ ○ ○

静岡県 ○

長野県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮城県 ○

神戸市 ○ ○ ○ ○ ○

愛知県 ○

ば
い
じ
ん

廃
石
綿
等

燃
え
殻

汚
　
泥

廃
　
油

廃
　
酸

廃
ア
ル
カ
リ

鉱
さ
い
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⑭特別管理産業廃棄物収集運搬業許可

区域 許可番号 取得年月日 有効期限

東京都 第13-50-000599号 2006年1月10日 2026年1月9日

千葉県 第01250000599号 2006年1月30日 2026年1月29日

神奈川県 第01453000599号 2006年1月4日 2026年1月3日

埼玉県 第01151000599号 2006年2月3日 2026年2月2日

茨城県 第00851000599号 2006年2月13日 2026年2月12日

栃木県 第00950000599号 2014年3月18日 2024年3月17日

群馬県 第01050000599号 2013年9月27日 2023年9月26日

山梨県 第01950000599号 2013年10月4日 2023年10月3日

静岡県 第02251000599号 2014年1月16日 2024年1月15日

長野県 第2059000599号 2015年5月28日 2025年5月27日

宮城県 第00450000599号 2016年2月24日 2026年2月23日

神戸市 第6950000599号 2006年1月12日 2026年1月11日

愛知県 第02350000599号 2018年2月9日 2023年2月8日

福島県 第00757000599号 2020年9月28日 2025年9月27日

⑮その他
産業廃棄物処分業講習会修了者　3名
産業廃棄物収集運搬業講習会修了者
安全衛生推進者　3名
安全運転管理者
大型自動車免許
クレーン運転免許　6名
小型移動式クレーン　19名
玉掛け
フォークリフト運転技能講習修了者　5名
車両系建設機械運転技能解体用　19名
車両系建設機械運転技能整地運搬積込用掘削用　15名

①対象組織　
本社 , 千葉工場 , 第１ヤード，第２ヤード

②事業活動の内容
産業廃棄物収集運搬業及び中間処理業 , 金属スクラップリサイクル業，解体工事業
（自動車リサイクル法の破砕業の実績はなし）

（４）対象組織・活動
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（５）当社の中間処理フロー
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４．環境目標 

 

作成日： 更新日：

年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

活動項目（単位） 実績値 基準値比目標 基準値比目標 基準値比目標

100% 99% 98% 97%

kWh/年 132,669 131,342 130,016 128,689

kg-CO2/年 53,996 53,456 52,916 52,376

kWh/年 113,304 112,171 111,038 109,905

kg-CO2/年 46,115 45,654 45,192 44,731

kWh/年

kg-CO2/年

kWh/年 3,578 3,542 3,506 3,471

kg-CO2/年 1,456 1,442 1,427 1,413

kWh/年 15,787 15,629 15,471 15,313

kg-CO2/年 6,425 6,361 6,297 6,233

L/年 23,743 23,506 23,268 23,031

kg-CO2/年 55,084 54,533 53,988 53,448

L/年 302,978 299,948 296,918 293,889

kg-CO2/年 781,683 773,866 766,127 758,466

L/年 213 211 209 207

kg-CO2/年 530 525 520 514

L/年 840 832 823 815

kg-CO2/年 2,520 2,495 2,470 2,444

L/年 23,743 23,506 23,268 23,031

kg-CO2/年/台 7.57 7.49 7.42 7.35

L/年 302,978 299,948 296,918 293,889

kg-CO2/年/台 107.36 106.29 105.22 104.17

リサイクル率 88.5% 89.4% 90.3% 91.2%

処理量　t/年 9,693

ゴミ袋枚数 188袋 186袋 184袋 182袋

排出量ｋｇ換算 940kg 930kg 920kg 910kg

評価指標

なし

環境保全活動の実施

　①教育訓練 回/年 1 1 2 2

　②奉仕活動 回/年 - - - -

kWh/年

kg-CO2/年

解体業環境保全活動

　①教育訓練 回/年 - - 1 1

　②現場教育 現場都度 - - - -

CO2排出係数(目標設定用) 電気使用 0.407 kg-CO2/kWh

CO2排出係数 ガソリン 2.32 kg-CO2/kWh

CO2排出係数 軽油 2.58 kg-CO2/kWh

CO2排出係数 灯油 2.49 kg-CO2/kWh

CO2排出係数 ＬＰＧ 3.00 kg-CO2/kWh

受注状況、市況の影響を大きく受ける為設定せず

4 一般廃棄物の削減

5

6 グリーン購入 再生紙の購入・エコマーク商品の購入
再生紙の購入。エコマーク商品の購入。

事務用品購入時にチェックすることで徹底する。

867,249

1

電気使用量の削減

総電気使用（排出係数：0.407）

内訳） 千葉工場

内訳） 第２ヤード

内訳） 本社

2

ガソリン使用量の削減

（排出係数：2.32）

軽油使用量の削減

（排出係数：2.58）

灯油使用量の削減

（排出係数：2.49）

ＬＰＧ使用量の削減

（排出係数：3.00）

1+2　CO2総排出量の削減　計 kg-CO2/年

2021/8/1

9

2020/8/1

内訳） 第１ヤード 2021年度より実績把握中

2021年度より実績把握中8
解体業における

　CO2排出量の削減

893,814 884,875 876,021

水資源使用量管理 地下水利用のため、計測不能。節水シール等の表示により節水を心掛ける。

ガソリン使用量の削減

（排出係数：2.32）原単位

軽油使用量の削減

（排出係数：2.58）原単位

2-2

7

3
事業活動に対する環境配慮（リ

サイクル率向上）
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５．環境活動実績 

 

年度 2019年度

活動項目（単位） 基準値 目標 実績 評価

kWh/年 132,669 130,016 148,608

kg-CO2/年 53,996 52,916 62,285

kWh/年 113,304 111,038 123,375

kg-CO2/年 46,115 45,192 50,892

kWh/年 3,372

kg-CO2/年 1,522

kWh/年 3,578 3,506 3,345

kg-CO2/年 1,456 1,427 1,510

kWh/年 15,787 15,471 18,516

kg-CO2/年 6,425 6,297 8,360

L/年 23,743 23,268 22,383

kg-CO2/年 55,084 53,988 51,928

L/年 302,978 296,918 295,495

kg-CO2/年 781,683 766,127 762,376

L/年 213 209 835

kg-CO2/年 530 520 2,079

L/年 840 823 1,050

kg-CO2/年 2,520 2,470 3,150

L/年 23,743 23,268 22,383

kg-CO2/年/台 7.57 7.42 6.82

L/年 302,978 296,918 295,495

kg-CO2/年/台 107.36 105.22 100.17

リサイクル率 88.5% 90.3% 80.4%

処理量　t/年 9,693 10,258

環境保全活動の実施

　①教育訓練 回/年 1 2 1 △

　②奉仕活動 回/年 1 1 0 ×

解体業環境保全活動

　①教育訓練 回/年 - 1 1 〇

　②現場教育 現場都度 - - 1 〇

CO2排出係数(目標設定用) 電気使用 0.407 kg-CO2/kWh Ｈ30ウエスト電力

CO2排出係数(実績算出用) 電気使用 0.452 kg-CO2/kWh A0269東京電力ＥＰ

CO2排出係数(実績算出用) 電気使用 0.413 kg-CO2/kWh A0037ウエスト電力（撤退）

CO2排出係数 ガソリン 2.32 kg-CO2/kWh

CO2排出係数 軽油 2.58 kg-CO2/kWh

CO2排出係数 灯油 2.49 kg-CO2/kWh

CO2排出係数 ＬＰＧ 3.00 kg-CO2/kWh

×

188袋 184袋

〇

〇

7

1

内訳） 千葉工場

調達：ウエスト電力

内訳） 第２ヤード

調達：東京電力EP

内訳） 本社

調達：東京電力EP

軽油使用量の削減

6
事業活動に対する環境配慮（リ

サイクル率向上）

ガソリン使用量の削減

一般廃棄物の削減

5 グリーン購入

2

灯油使用量の削減

（原単位）

ガソリン使用量の削減

（原単位）

軽油使用量の削減

2-2

ＬＰＧ使用量の削減

×

○

×

3

4 水資源使用量管理

袋 217袋 ×

1+2　CO2総排出量の削減　計 kg-CO2/年 893,814 876,021

○

2021年度（7月～6月）

×

×

再生紙の購入・エコマーク商品の購入 積極的なグリーン購

入を行った。

×

×

881,818

〇

地下水利用のため、計測不能。節水シー

ル等の表示により節水を心掛ける。

心掛けることができ

た。

〇

電気使用量の削減

総電気使用（合計）
×

内訳） 第１ヤード

調達：東京電力EP
-2021年度より実績把握中

8
解体業における

　CO2排出量の削減
-

9

2021年度より実績把握中
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６．環境活動計画及び取組結果とその評価 

 

作成日：2022年8月1日

実施事項 評価 結果の評価

1

電気使用量の削減
（CO2の削減）

【目標】
総電気使用量

2019年度比　２％削減

①未使用時の電気消灯の徹底
②設備電気不要時の負荷遮断
③設備のアイドリングストップ
④節電シールの表示
⑤室内温度管理の徹底
⑥パソコン等のオート電源オフ使用
⑦日射の室内への導入、通風の活用な ど太
陽エネルギーを自然なかたちで利用

×

繁忙期を中心に電力消費が大きく増加してし
まった。
一方で4月以降、機器の稼働管理を中心に節
電に努めた結果、電力消費を削減することに
成功している。

2

燃料使用量の削減
（CO2の削減）

【目標】
ガソリン・軽油の使用量
2019年度比　２％削減

①アイドリングストップの徹底
②効率の良い配車スケジュールの検討実施
③車両の燃料使用量と走行距離のチェック
④エコドライブの徹底 ○

エコドライブ等の定着により、良好な水準。
積載量等の要因での変動もありえるため、配
車台数による原単位での評価を今回から実
施。良化が確認できた。

3 　

一般廃棄物の削減
【目標】

一般廃棄物量削減
2019年度比　２％減

①廃棄物の分別の徹底
②リユース、リデュース、リサイクルの推進
③排出量の管理（ゴミ袋の使用枚数による管
理） ×

コロナ禍で消耗品等の廃棄が増えたこと、感
染防止の為早期廃棄を励行したことにより、
廃棄物量・袋数ともに影響を受け、昨年同様
の水準となった。

4

水資源使用量管理
【目標】

地下水利用の為計測不能
節水活動

①節水ｼｰﾙ等の表示
②車両洗浄水の節約

○

・節水ｼｰﾙ等の表示により皆、心がけることが
出来た。

5 グリーン購入

①再生紙の購入
②エコマーク商品の購入
③事務用品購入時にチェックすることで徹底
する。 〇

クリーン購入は定着化した。
東京都の優良性認定制度の動向及び、２０１
７年版への移行を念頭に今後は目標設定対
象外とする。

6

事業活動に対する環境配慮
（処分受託産業廃棄物の

再資源化）
【目標】

リサイクル率　91.2％　以上

中間処分方法の改善

×

機器故障等もあり、リサイクル率が大きく低下
する月が散見された。来期より、リサイクル率
の高い新たな搬出先との契約ができたため、
活用し改善を図る。

7

環境保全活動の実施

【目標】
教育訓練・奉仕活動の定着

①エコアクション２１取組に関連する教育訓練
の実施
②奉仕活動の実施

△

・コロナ禍の影響で教育訓練は個別動画視聴
により実施。
・奉仕活動については、コロナ禍でもあり災害
時の協力を中心とし、密を避けるため自粛。

8

解体業における
CO2排出量の削減

【目標】
実績把握

①解体業におけるCO2排出機会の理解
②実績把握

△

①解体工事現場での重機利用、発電機利用
時に使用する軽油がCO2排出原因と理解で
きた。
②今回の現場に関しては、下請け先が管理し
ており、当社として管理体制が整っていなかっ
た。

9

環境保全活動の実施

【目標】
教育訓練・現場教育

①エコアクション２１取組に関連する教育訓練
の実施
②現場教育

〇

①エコアクション２１の建設業者に関するガイ
ドラインについて担当者と事前学習実施。今
回の現場に関して初めての取り組みであった
が、可能な限り資料を残してくれた。
②作業開始前の現場教育を実施した結果、
アイドリングストップの実施は徹底していた。

評価 ○：環境活動計画が実施され目標達成に繋がった。

△：環境活動計画が実施されたが一部目標未達成があった。

×：環境活動計画が実行不足で目標の達成に繋がらなかった。

環境目標

C
O
2
排
出
量
の
削
減



14 

 

７．次年度の環境経営目標及び取組計画 

 

作成日： 更新日：

年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

活動項目（単位） 実績値 基準値比目標 基準値比目標 基準値比目標

100% 99% 98% 97%

kWh/年 132,669 131,342 130,016 128,689

kg-CO2/年 53,996 53,456 52,916 52,376

kWh/年 113,304 112,171 111,038 109,905

kg-CO2/年 46,115 45,654 45,192 44,731

kWh/年

kg-CO2/年

kWh/年 3,578 3,542 3,506 3,471

kg-CO2/年 1,456 1,442 1,427 1,413

kWh/年 15,787 15,629 15,471 15,313

kg-CO2/年 6,425 6,361 6,297 6,233

L/年 23,743 23,506 23,268 23,031

kg-CO2/年 55,084 54,533 53,988 53,448

L/年 302,978 299,948 296,918 293,889

kg-CO2/年 781,683 773,866 766,127 758,466

L/年 213 211 209 207

kg-CO2/年 530 525 520 514

L/年 840 832 823 815

kg-CO2/年 2,520 2,495 2,470 2,444

L/年 23,743 23,506 23,268 23,031

kg-CO2/年/台 7.57 7.49 7.42 7.35

L/年 302,978 299,948 296,918 293,889

kg-CO2/年/台 107.36 106.29 105.22 104.17

リサイクル率 88.5% 89.4% 90.3% 91.2%

処理量　t/年 9,693

ゴミ袋枚数 188袋 186袋 184袋 182袋

排出量ｋｇ換算 940kg 930kg 920kg 910kg

評価指標

なし

環境保全活動の実施

　①教育訓練 回/年 1 1 2 2

　②奉仕活動 回/年 - - - -

kWh/年

kg-CO2/年

解体業環境保全活動

　①教育訓練 回/年 - - 1 1

　②現場教育 現場都度 - - - -

CO2排出係数(目標設定用) 電気使用 0.407 kg-CO2/kWh

CO2排出係数 ガソリン 2.32 kg-CO2/kWh

CO2排出係数 軽油 2.58 kg-CO2/kWh

CO2排出係数 灯油 2.49 kg-CO2/kWh

CO2排出係数 ＬＰＧ 3.00 kg-CO2/kWh

受注状況、市況の影響を大きく受ける為設定せず

4 一般廃棄物の削減

5

6 グリーン購入 再生紙の購入・エコマーク商品の購入
再生紙の購入。エコマーク商品の購入。

事務用品購入時にチェックすることで徹底する。

867,249

1

電気使用量の削減

総電気使用（排出係数：0.407）

内訳） 千葉工場

内訳） 第２ヤード

内訳） 本社

2

ガソリン使用量の削減

（排出係数：2.32）

軽油使用量の削減

（排出係数：2.58）

灯油使用量の削減

（排出係数：2.49）

ＬＰＧ使用量の削減

（排出係数：3.00）

1+2　CO2総排出量の削減　計 kg-CO2/年

2021/8/1

9

2020/8/1

内訳） 第１ヤード 2021年度より実績把握中

2021年度より実績把握中8
解体業における

　CO2排出量の削減

893,814 884,875 876,021

水資源使用量管理 地下水利用のため、計測不能。節水シール等の表示により節水を心掛ける。

ガソリン使用量の削減

（排出係数：2.32）原単位

軽油使用量の削減

（排出係数：2.58）原単位

2-2

7

3
事業活動に対する環境配慮（リ

サイクル率向上）
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作成日：2022年9月27日

実施事項 今後の取組

1

電気使用量の削減
（CO2の削減）

【目標】
総電気使用量

2019年度比　２％削減

①未使用時の電気消灯の徹底
②設備電気不要時の負荷遮断
③設備のアイドリングストップ
④節電シールの表示
⑤室内温度管理の徹底
⑥パソコン等のオート電源オフ使用
⑦日射の室内への導入、通風の活用な ど太
陽エネルギーを自然なかたちで利用

②の待機電力について一部不徹底があった
ため、来期も過年度施策を継続するものとす
る。

2

燃料使用量の削減
（CO2の削減）

【目標】
ガソリン・軽油の使用量
2019年度比　２％削減

①アイドリングストップの徹底
②効率の良い配車スケジュールの検討実施
③車両の燃料使用量と走行距離のチェック
④エコドライブの徹底

原単位での数値把握については手ごたえを
感じている。よって、来期についても過年度施
策を継続するものとする。

3 　

一般廃棄物の削減
【目標】

一般廃棄物量削減
2019年度比　２％減

①廃棄物の分別の徹底
②リユース、リデュース、リサイクルの推進
③排出量の管理（ゴミ袋の使用枚数による管
理）

ハンドペーパーなど衛生管理に関する消耗費
の購入費が上がっており、連動して一般廃棄
物も増えている可能性がある。環境の変化に
起因する可能性が考えられるが増減に一喜
一憂することなく、従前の施策を凡事徹底、
継続するものとする。

4

水資源使用量管理
【目標】

地下水利用の為計測不能
節水活動

①節水ｼｰﾙ等の表示
②車両洗浄水の節約

来期も継続

5 グリーン購入

①再生紙の購入
②エコマーク商品の購入
③事務用品購入時にチェックすることで徹底
する。

優良性認定制度においては、継続しているた
め今期も継続施策とする。

6

事業活動に対する環境配慮
（処分受託産業廃棄物の

再資源化）
【目標】

リサイクル率　90.3％　以上

中間処分方法の改善 来期も継続

7

環境保全活動の実施

【目標】
教育訓練・奉仕活動の定着

①エコアクション２１取組に関連する教育訓練
の実施
②奉仕活動の実施

来期も継続
コロナ明けには教育訓練、奉仕活動ともに積
極的に取り組むべく施策検討のこと。

8

解体業における
CO2排出量の削減

【目標】
実績把握

①解体業におけるCO2排出機会の理解
②実績把握

継続して実績把握に努めるとともに、元請先
としてのCO2排出責任を全うするためにも下
請け先への使用料開示依頼を工事前に行う
こと。

9

環境保全活動の実施

【目標】
教育訓練・現場教育

①エコアクション２１取組に関連する教育訓練
の実施
②現場教育

来期も継続実施とし、下請け会社への周知徹
底も検討するものとする。

評価 ○：環境活動計画が実施され目標達成に繋がった。

△：環境活動計画が実施されたが一部目標未達成があった。

×：環境活動計画が実行不足で目標の達成に繋がらなかった。

環境目標

C
O
2
排
出
量
の
削
減
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８．環境関連法規制の遵守状況の確認及び評価結果並びに違反、訴訟等の有無 

（１）当社に適応される主な環境法規制を 2022年 8月 1日に遵守評価した結果、違反

及び関係当局からの違反等の指摘はありませんでした。 

（２）過去３年間、近隣住民からの訴訟はありません。 

（３）当社に適応する主な環境法規制は下記の通りです。 

  ・浄化槽法       ・廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

・騒音規制法      ・振動規制法      ・消防法 

  ・家電リサイクル法   ・自動車リサイクル法  ・オフロード法 

  ・自動車 NOx、PM 法  ・フロン排出抑制法   ・水銀汚染防止法 

  ・千葉市再生資源物の屋外保管に関する条例 

 

９．代表者による全体の評価と見直し 

 

①外部コミュニケーション記録より

　特になし

②環境関連法規制等の動向他

＜改善への提案＞

代表者が自ら得た情報

電気使用量削減 × × ウエスト電力撤退

　内訳）千葉工場 × 〇 ウエスト電力→東電関連

　内訳）第2ヤード × 〇 東電関連

　内訳）本社 × 〇 東電関連

ガソリン使用量の削減 〇 〇 総量

軽油使用量の削減 〇 〇 総量

灯油使用量の削減 × 〇 総量

ＬＰＧ使用量の削減 × 〇 総量

CO2総排出量削減 〇 〇 総量

ガソリン使用量の削減 〇 〇 原単位

軽油使用量の削減 〇 〇 原単位

一般廃棄物 × 〇

水資源 〇 〇 ・地下水利用の為判別できず

グリーン購入 〇 〇 ・活動外（組織に定着した）

リサイクル率 × 〇 ・選別機と台数増の影響

教育・奉仕活動 × △ ・コロナ禍で縮小

工事に関する教育 〇 〇 教育実施

＜改善への提案＞

・電力使用は改善の兆しがあり、今後も取り組みを継続する事

・リサイクル率の高い搬出先を積極的に活用していくこと

[環境経営システム・その他]

変更の必要性：　　　□有　　　■無

今後の推移を見つつ必要に応じて見直し検討する事。

[目標・環境活動計画の達成状況]

目標項目
目標値

達成状況

活動計画

実施状況 コメント

③前回までの代表者の指示事項への対応

[環境目標・活動計画]

　前回指示事項なし

変更の必要性：　　　□有　　　■無

＜改善への提案＞

環境管理責任者の報告及び改善への提案 変更の必要性の有無・指示事項

[取り組み状況の評価結果]

[環境方針]

電力使用増とリサイクル率の低下は大きな課題と認識

変更の必要性：　　　□有　　　■無

燃料使用に関して、原単位化含め効果が出たことは良かった。

今年度から建設業に関する項目を追加した。

②問題点の是正処置及び予防処置の状況

　特になし

見直しに必要な情報 代表者による評価と見直し

[周囲の変化の状況]

・リサイクル率に関しては、排出元の意識の高まりを
　感じている

　千葉市再生資源物の屋外保管に関する条例施行に
　ともない追加

　・引き続き法令順守を徹底すること。



17 

 

 

 

１０．環境活動の紹介 

消防訓練（ＡＥＤ訓練）の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・消火器訓練 

 ・ＡＥＤ体験 

 

 

以 上 

総括（建設業者向けガイドライン）

今期からあらたな取り組みとなった。
前回中間審査で指摘をいただいたことで、営業努力をし、
結果元請けとしての大型工事受注も実現した。

一方で建設業者向けガイドラインの理解が不足しており、
環境経営に資する係数の管理ができていなかったことは
せっかくの元請け工事であったが、非常に残念である。

今回の反省を生かして来期受注案件については、下請け
含めた経営環境意識の醸成を指導していきたい。

総括（産業廃棄物処理業者向けガイドライン）

電力消費とリサイクル率の低下が継続しており、改善は重要な経営課
題としても認識している。

電力消費は4月以降の取り組み成果を生かし改善に取り組み、リサイク
ル率は、新たな搬出先も活用し改善につなげていきたい。

エコアクション２１の取り組みにより法令順守や各種改善活動の仕組み
が高度化しつつあり、今後も継続することで、環境負荷低減と企業の成
長の両立を実現していきたい。


